
平和の使徒推進本部 社会司牧担当からの 

お知らせ 2021 年 5 月 

 

温かい大きなパンをみんなで分け合うように 

小さな素朴な教会に子ども食堂が誕生しました。名前はアルトスみんな食堂と申し

ます。アルトスはギリシャ語でパンを意味します。名付け親は原田豊己神父様です。 

 

下松教会にはお御堂の横におおきな広場があり、近所の子どもたちが学校が終わ

ると遊んでいます。また当教会では最近はコロナ禍の中無理ですが、ミサの後、（コッ

ク長）原田神父様のもと、みんなで一緒に料理を作りワイワイガヤガヤと食事をしてい

ます。1 年半くらい前に、神父様がつぶやかれた「定年退職したら子ども食堂をしよう

かなぁ」その一言に信者の気持ちが動き、山口島根地区センターに教会使用願いを

提出して許可を頂きました。コロナ禍の中で目に見えてこない生活が困窮している子

どもたち、外国籍の方々、個食で寂しい思いをしている方、誰も取り残されることがな

いように、「みんなで集まって食べると美味しいよ」をスローガンに信者数名と他のグ

ループで誕生しました。 

 

4 月 21 日水曜日初日開催、2 日ぐらい前から地域の小学校区内にコロナが迫

り、感染状況「ステージ２」になり、当日のメニューはカレーライスなので寄付のたくさ

んの野菜と子どもたちへのお菓子、もしかしてコロナ感染のために配食と考え用意し

ていたお弁当はキャンセルしたばかりで、苦渋の思いで食品（野菜・お菓子）の配布を

することになりました。当日朝、食事中止のお知らせは書き方悪く、道行く人が今日は

中止なのですかと聞かれ、冷や汗かき、急いで作り変えて開始の時が来ました。スタ

ッフ一同来られた方に思い切り素晴らしい笑顔でお迎えし、また外に出て学校帰りの

子どもたちに呼びかけ、また来られた皆様にも笑顔あふれる場所となり、食事できな

くても、とても喜んで帰られ、私たちも嬉しくて、「神様が一緒にいてくださいました。」

私たち信者グループはシニア世代ですが、アンジェラスの鐘の音が風に吹かれて次

の世代に届くまで、インマヌエルを心において神様のみ旨に応えられるように行いた

いと願っています。 

 

そして温かいまなざしで見守っていただいている皆様に感謝申し上げます。 

 



コロナ禍の中で、教会に何ができるのか。小さな取り組みのご紹介を続けて参り

す。今回は下松教会の住山さんからのご投稿でした。 

 

 

 

 

 

★広島外キ連学習会２０２１「難民・移住労働者と共に生きる」を考えるセミナー 

 

 去る 5 月 16 日、在日大韓基督教会広島教会にて、表題のセミナーが行われました。

カトリック正義と平和広島協議会が共催いたしました。新型コロナ感染拡大防止のた

め参加者少数で行いましたので、より多くの方に見ていただけるよう、下記のリンクを

公開いたします。ご参考になさってください。メールでこのお知らせを受け取られた方

は、下線文字部分を右クリックし、「ハイパーリンクを開く」をクリックしていただくと、

ご覧になれます。 

 

広島外キ連学習会２０２１ 「難民・移住労働者と共に生きる」を考えるセミナー | 

hiroshima-kchurch (hiroshima-k-church.org) 

  

 教会ホームページからですと、次の通りです。 

広島教会のホームページは、「広島韓国教会」で検索すると出てくると思います。 

または、https://www.hiroshima-k-church.org 

広島教会ホームページに入り、「教会活動(교회활동)」をクリック

すると、「설교 말씀 (説教・御言葉)」「교제 (交わり)」が出て来ま

すので、「교제 (交わり)」をクリックして下さい。すると、学習会の

項目が出て来ます。QR コード      

 

https://www.hiroshima-k-church.org/activities/gyoje/guang-dao-wai-kilian-xue-xi-hui-2021-nan-min-yi-zhu-lao-dong-zhe-togong-nisheng-kiru-wokao-erusemina
https://www.hiroshima-k-church.org/activities/gyoje/guang-dao-wai-kilian-xue-xi-hui-2021-nan-min-yi-zhu-lao-dong-zhe-togong-nisheng-kiru-wokao-erusemina
https://www.hiroshima-k-church.org/


スクラムユニオン・ひろしまの土屋信三さんより、移住労働者の実情についての報

告がありました。驚いたことは、ベトナム人の技能実習生たちの相談が、東京のベトナ

ム人司祭修道者を通して、広島のユニオンに繋がれたということです。言葉の問題も

あろうかと思いますが、近くの日本人信徒には相談がしにくいのでしょうか・・・。 

 

なお、中央協議会の J-CaRM では下記のような相談会がたびたび行われていま

す。 

 

5 月 22 日（土）第 9 回ベトナム人技能実習生ホットライン開催のお知らせ 

Giúp đỡ  thự c tậ  p sinh nựỡ c ngoài qua SNS và điệ  n thoậ i 

Tự vậ n Hotline miệ n phí liên quan đệ n các vậ n đệ  củ a thự c tậ  p sinh 

– Ngày 22 tháng 5, tự  10:00 đệ n 15:00 

-Mậ u đăng ký tự vậ n: https://forms.gle/BEqr1WqBqd3Yh1347 

 Facebook: https://www.facebook.com/HotlineTTS 

 

 

★子どもと女性の人権擁護デスク（受付曜日変更しています） 

月・金 ９：３０～１２：００ １３：００～１７：００ 

電話 ０８０－９７９５－３６７６ 

 

 

 

発行  

平和の使徒推進本部 社会司牧担当 

木曜日 9 時～17 時 電話：082-221-6613 FAX：082-221-6019 

Email: socialdesk.hiroshima@gmail.com 

ホームページ https://www.social-desk.net/ 

 

コロナ禍で教会に集まることが難しいですが、オンラインでの集会や学習会が行わ

れています。随時ご案内いたしますので、ホームページもご覧ください。 

 

 

https://forms.gle/BEqr1WqBqd3Yh1347
https://www.facebook.com/HotlineTTS
https://www.social-desk.net/

